
可
取
J
V
続
器
十

に
針
し
候
古
紫
式
疋
根
本
に
て
御
座
候
。
名
目
は
古
今
相
逮
有
之
候

仰
共
、
廿問
W
H
異
訓型
無
御
臨
候
。
泊
三
百
徐
年
来
式
正
今
桜
の
外
、
除

情
の
絞
殺
鉢
盛
K
成
り
、
殊
に
東
山
殿
義
政
公
専
ら
狭
祭
筑
杭
に

て
、
式
正
今
様
御
希
民
成
り
、
猿
楽
而
巴
繁
花
K
被
用
.
剰
へ
共
名

目
E
t去
り
新
猿
築
も
比
類
の
桜
に
被
開
閉
候
。
か
帥
酬
の
儀
、
図
飢
陀
て

制
策
の
古
式
出
国
亡
故
名
の
不
正
よ
り
、
朝
廷
古
般
第
一
の
大
嘗
合
絶

ぇ
、
朝
家
表
徴
放
と
見
え
巾
候
。
御
家
に
て
は
御
代
L
K

結
構
に
被
召

仕
、
御
薪
植
民
被
剤
、
柳
古
楽
の
本
な
に
立
古
都
り
候
成
・
布
の
泊
改

り
、
殊
要
御
自
身
御
能
被
遊
頃
よ
り
、
御
務
式
御
能
の
御
作
法
も
改

hν
候
様
子
K
御
座
候
。
此
上
如
何
桜
花
成
下
り
候
て
も
、
組
父
遺
言

の
限
り
は
い
つ
迄
も
竪
く
守
り
結
‘
唯
一
筋
K
難
有
部
存
相
勘
修
、
外

は
無
御
也
候。

乍
然
右
巾
上
候
泊
り
、
被
下
位
候
総
物
民
政
集
配
位

米
の
名
目
も
無
御
座
相
勤
候
。
家
惑
に
故
資
相
縦
仕
り
、
御
代
A

結

構
に
被
召
仕
候
庭
も
御
座
候
へ
ば
、
御
扶
持
λ
の
分
は
御
能
大
夫

御
能
役
者
な
ど
は
、
賢
て
可
被
総
本
意
有
併
に
て
御
座
候
。
何
の
道

に
付
て
も
波
楽
と
被
粉
候
事
‘
押
尚
氏
は
向
山
'
国
民
て
御
座
候
。
私
鮮
は

仰
仰
に
て
も
成
，
次
第
に
侠
得
共
、
盟
き
御
出
航
御
務
組
に
、
出
掛
の
股
放

は
不
相
郎
成
郎刷
、
殊
克
賂
楽
雑
戯
の
名
目
を
被
用
候
都
は
.
御
門
前
政

二
六
回

の
綴
の
類
に
で
も
被
取
用
炉
、
時
は
、
仮
に
美
名
主
可
被
訓
例
都
に
御
雌

候
。
正
数
古
式
口
貸
諮
り
候
官
仰
の
者
K
.
汚
名

E
被
奥
候
は
如
何

成
放
に
て
御
座
快
哉
。
名
の
不
疋
は
，
民
手
足
の
安
堵
紙
一
之
本
陀
て

御
座
有
問
敷
候
哉
。
即
時
党
砲
と
祭
と
に
て
、
人
の
容
儀
を
正
し
候
一
4
.

和
漢
共
質
感
の
上
に
て
は
知
可
申
候
。
共
時
は
古
楽
式
疋
の
遺
風
而

巴
用
に
立
可
申
供
。
新
猿
楽
与
の
四
位
風
雑
戯
は
.
科
妙
に
宮
山
一
候
共
、

容
俄
陀
は
妨
に
成
可
中
倣
。
博
般
の
裁
中
も
、
築
の
都
は
先
づ
総
督

の
煩
論
而
巳
陀
て
、
容
儀
の
部
資
は
疎
略
陀
御
山
也
候
。
柴
則
閉
同
制
叫
と

中
明
文
、
品
時
同
叫
悼
の
煩
敷
く
利
口
氏
て
.
政
民
の
戦
相
噌
臨
帥
叶
都
と
巾
校

践
と
山
中
存
候
。
か
制
加
に
成
下
り
候
て
も
容
儀
の
背
中
賞
、
疋
名
の
大
義

耳
抑
制
り
に
て
御
座
候
。
以
上

o
F間一通
ω
Z
F尖

U
T
保
八
年
三
月

一
、
松
平
均
平
の
若
践
町
人
を
殺
埠
H

す

御
小
姓
組
石
川
丹
後
守
組
、
松
平
新
卒
若
紫
寸
六
歳
平
岡
山
ι
六
と
申

者
、
江
州
度
三
郎
兵
衛
と
巾
町
人
の
下
人
平
四
郎
儀
、
致
慮
外
及
靴

官
候
と
て
‘
七
月
十
問
自
主
人
新
卒
門
下
に
て
切
殺
候
0

M
m
鹿
三
郎

兵
術
方

t
り
被
途
除
機
被
下
候
州
側
、
町
由時
行
大
岡
越
前
守
方
迄
朗
容

山
候
刻
、
右
関
牲
御
用
帯
左
近
勝
監
迄
越
前
守
指
出
候
。
依
之
右
死
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